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文化財で秋の一日を 

～ 文化財保護強調週間に合わせて ～ 

 

 

毎年 11 月 1 日から 7 日までの 1 週間は「文化財保護強調週間」です。この期間を

含む前後、各地で文化財に親しむことを目的とした様々な行事が開催されます。守山市

で行われる秋の文化財行事をお知らせいたします。 

 

●市立埋蔵文化財センター秋季特別展 

『遺跡出土品・民具が語る守山の食文化の一コマ』 

 場所：埋蔵文化財センター（守山市服部町） 

 期間：10 月１日（土）から 11 月 27 日（日）午前９時～午後４時 

 講演会：「伊勢神宮の考古学と伊勢・志摩の神饌」 

期日：11 月 12 日（土）午後２時 

講師：穂積 裕昌氏（三重県埋蔵文化財センター）          ※別紙参照 

 

●大庄屋諏訪家屋敷祭り 

 場所：大庄屋諏訪家屋敷（守山市赤野井町） 

 日時：11 月５日（土）昼の部：午前 10 時～午後３時 30 分 

            夜の部：午後５時～午後７時 

 内容：昼の部：土間コンサート、小菊盆栽展、体験コーナー、模擬店 

    夜の部：あかりの夕べ 

 主催：（公財）守山市文化体育振興事業団 

 共催：守山市教育委員会                                                 ※別紙参照 

 

●2022 年 下之郷遺跡の集い 

 場所：下之郷史跡公園（下之郷一丁目） 

 日時：11 月 20 日（日）午前９時 30 分～12 時 

内容：ステージ発表、草木染のファッションショー 

主催：下之郷遺跡まつり実行委員会 

共催：守山市、守山市教育委員会                     ※別紙参照 

 

 

資料４ 





令和４年度 埋蔵文化財センター秋季特別展開催要項 

 

 

１ 開催テーマ  「遺跡出土品・民具が語る守山の食文化の一コマ」 
    

２ 開 催 趣 旨     遺跡の発掘調査では、原始古代から中近世、守山に暮らした人々がどのように

食材を得て、どのように調理したのかを知る手がかりとなる道具が見つかりま

す。また、民俗資料として残る食や生業に関する民具からも近代の食生活を回顧

することができます。 

           そこで、今回の特別展は「遺跡出土品・民具が語る守山の食文化の一コマ」と

いうテーマを掲げ、原始から近現代までの守山ならではの食文化を紐解いていき

たいと思います。遺跡出土品や民具は、歴史書でうかがえる律令時代の都の、テ

レビに映る江戸時代の食生活とは異なる守山ならではの食文化を語ってくれま

す。 

  

３ 開 催 期 間  令和４年10月１日（土）から11月27日（日）まで 

k休館日：毎週火曜日・祝日の翌日となる11月４日(金)、24日(木) 

開館時間：午前９時から午後４時まで（入館時間） 

４ 展 示 場 所  １階ホールおよび２階廊下 

５ 展 示 品 目   遺跡出土資料（縄文時代～中近世の遺跡出土の調理具、食事具、農具、狩猟具、漁 

         撈具等約80点）、有形民俗資料約30点 

６ 関 連 行 事  秋季講演会 

(1)日  時  令和４年11月12日(土) 午後２時開講 

        (2)演  題 「伊勢神宮の考古学と伊勢・志摩の神饌」 

        (3)講  師  穂積裕昌氏（三重県埋蔵文化財センター活用支援課長・伊賀市文化 

              財保護審議会委員） 

(4)場  所  センター２階会議室 受講無料・定員60名 事前申し込み必要 

７ 交 通 機 関  公共交通機関利用：JR守山駅より近江バス服部線「もりやまエコパーク」行き、また 

は「錦の里（イオンタウン野洲）」行き乗車、市立埋蔵文化財センターで下車。 

k自家用車等：名神高速道路栗東ICから約25分、琵琶湖大橋東詰めから約15分。 

 

８ そ の 他   新型コロナウイルス感染症拡大防止のため、入館には、マスク着用、来館前の              

検温の協力をお願いします。 

なお、開催準備等のため、９月13日(火)から30日(金)までと、開催終了後の11月28

日(月)から12月13日(火)までを休館とします。 

            

 

【主催・問合せ】    守山市立埋蔵文化財センター 

  〒524-0212 守山市服部町2250番地 

TEL＆Fax  077-585-4397 

  ｍail： maizobunkazai@city.moriyama.lg.jp 







 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

下之郷史跡公園オープン（2010 年)の周年記念として開催してきた 

「下之郷遺跡まつり」の趣旨をいかし、コロナ禍のもとであっても工夫を 

こらして、「下之郷遺跡のつどい」を開催することにしました。多くの市民 

がつどい、弥生人の知恵とその暮らしに思いをはせる秋の半日にしたい 

と思います。皆さんのご来場をお待ちしています。 

プログラム 

９：30～ 開会行事                                             

９：35～ 子どもの体験（ステージ発表）              

①若鮎こども園５歳児の集団演技 

②吉身幼稚園５歳児の集団演技 

③「GO Kids」の発表 

④吉身小学校６年生代表による赤米づくりの発表 

       ＜休憩＞ 

10：40～ 弥生話  「染め」を楽しむ 

・下之郷遺跡で見られる弥生の衣服（草木染め） 

  ※  当日、弥生人養成講座  受講生による「弥生土器の野焼き」  

実演を行う計画です。（好天時のみ）  

   

【お問い合わせ】下之郷史跡公園 TEL／FAX  ０７７－５１４－２５１１ 

日時 11 月 20 日（日） ９：30～12：00 

会場  下之郷史跡公園 
（守山市下之郷一丁目 12番８号） 

雨天決行（雨天時は、若鮎こども園および 

吉身幼稚園の発表は中止します）  



「 2022 下之郷遺跡のつどい 」開催要項 

 

１ 趣旨   下之郷史跡公園のオープン以来、例年周年記念として 11 月に下之郷遺跡ま

つりを開催してきました。ここ２年間は、新型コロナウイルスの感染予防の

ため、開催を見あわせてきたところです。コロナ禍が続く現状ではあるもの

の、「三密」にならないように配慮し、感染予防措置をとったうえで、子ども

からお年寄りまで幅広い年齢層の市民が史跡公園につどい、下之郷遺跡に親

しみ、先人の知恵と弥生時代の暮らしに思いを寄せるべく「下之郷遺跡のつ

どい」を開催するものです。 

 

２ 日時  令和４年 11 月 20 日（日） ９時 30 分～正午  小雨決行 

     （ただし、雨天の場合、若鮎こども園および吉身幼稚園の発表は中止とします） 

 

３ 会場  守山市立下之郷史跡公園（守山市下之郷一丁目 12 番８号） 

 

４ 主催  下之郷遺跡まつり実行委員会 

 

５ 共催  守山市教育委員会 

 

６ 内容  ステージ発表 

(1)開会行事〔9:30～〕 

           (2)子どもの体験発表〔9:35～〕 

      ①若鮎こども園５歳児の集団演技 

       ②吉身幼稚園５歳児の集団演技（オペレッタ） 

        ③下之郷遺跡キッズクラブ「GO kids」の体験発表 

        ④吉身小学校６年生代表による赤米栽培の体験発表 

      (3)弥生話「染め」を楽しむ〔10:40～〕 

       ・弥生時代（下之郷遺跡）の衣服について 

        ・草木染のファッションショー（協力：弥生織りの会） 

      ※弥生人養成講座 受講生による「弥生土器の野焼き」実演 

 

【問合せ】   守山市立下之郷史跡公園 

〒524-0212 守山市下之郷一丁目12-8 

℡＆Fax：077-514-2511 

 


